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令和４年３月定例会では、令和４年度予算や条例制定など40件（追加３件を含む）が提出され、審議の結果、
全議案が可決されました。
また、１件の陳情を審議、不採択としました。
今定例会では、５名の議員が一般質問を行い、小学校の統合などについて問いました。

一般会計予算総額  39億7,900.0万円（前年度比9.8%減）
特別会計（13会計）予算額合計 17億8,505.6万円（前年度比2.0%減）
水道事業会計予算
　収益的収入及び支出 収入・支出 1億4,031.2万円
　資本的収入及び支出 収入 5,923.3万円
 支出 1億4,468.6万円

■公共施設整備基本計画調査
事業 242万円

■コンビニ交付サービス事業 
2,700万円

■天栄村将来を担う人材確保のための
奨学金返還支援事業 153.6万円

未来につなぐ
村づくり
予算総額

5億2,442.5万円

■学習アプリ導入事業 
91.3万円

■食育と地産地消学校給食事業
100万円

心豊かな人づくり

予算総額
2億5,586.8万円

■てんえいふるさと公園駐車
場整備事業 5,500万円

■緩衝帯管理実証事業委託 
208.7万円

■ニホンジカ捕獲管理事業補
助金 115万円

地域を活かした
産業づくり
予算総額

3億9,283.5万円

■高齢者福祉計画・介護保険
事業計画策定 273万円

みんなで支え合い
築く健康づくり

予算総額
5億2,292.2万円■避難所空調設備整備工事 2,090万円

■耐震性防火水槽設置工事 1,600万円
■緊急自然災害防止対策事業 1億1,340万円
■治山事業 3,320万円
■総合相談事業 90万円

安全・安心な環境づくり
予算総額　8億8,007.8万円

新年度より学校給食で SDGs を意
識した給食を提供

３月定例会［会期］３月８日～15日まで

議案第 24号　令和４年度天栄村一般会計予算について

歳入歳出総額39億7,900万円
PickUP!!

新年度予算は、第五次天栄村総合
計画に掲げる５つの基本目標のも
と予算が組まれています。

新年度主要事業（新規）の予算内訳
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新年度予算への質疑と答弁

「羽鳥湖畔オートキャンプ場指定管理委託料」について、現在、指定管理者の募集をしてい
るようですが、営業期間はいつからいつまでですか。また、営業期間中は無休ですか。

「地下水連絡協議会地下水サミット開催市町村負担金」の内容について、詳しくお願いし
ます。

「緩衝帯管理実証事業委託料」について、詳しく説明願います。

【産業課長】
オートキャンプ場の営業期間は、４月１日か
ら 11月 30日となっていますが、指定管理を
していただいた方との協議の中で、別に定める
こととなっております。なお、営業期間中は休
業日を設けておりません。

【建設課長】
地下水連絡協議会地下水サミットは、安全・
安心で美味しい豊富な天然の地下水を守るた
め、国等と連携し地下水保全に取り組む目的
で、年１回 11 月 10 日、「いい井戸の日」に
加盟市町村の輪番制で行っています。加盟市町
村は、現在９町村です。サミットの内容は、連
絡協議会の総会や地下水資源の基調講演等を
予定しています。

【産業課長】
近年、荒廃農地が増え、山と里を繋ぐ部分の
境が荒れて有害鳥獣発生の原因にもなってい
ます。今回はヤギの購入もしくはリース費用の
一部を補助するもので、４頭分を見込んでいま
す。ワイヤーメッシュを設置し、ヤギに草を食
べてもらう範囲を囲んで、そこにヤギを放牧す
るものです。ヤギを管理していただくための資
材や人件費等の予算です。

羽鳥湖畔オートキャンプ場

令和３年度「地下水サミット」の様子（オンライン開催）

揚妻議員

廣瀬議員

小山議員

Q

Q

Q

A

A

A
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【提案理由】

近年の少子化により多子世帯が減少している
ことから、「12歳以下の子ども２人以上有する
世帯」が少なくなり、現在の入居条件に合致し
ないことがあるため現状に即した要件へ緩和す
るもので、「２人以上」という条件を削り、12
歳以下の子ども１人でも定住促進村営住宅への
入居が可能となりました。

【提案理由】
村が整備した光ファイバケーブル等の関連設備
の耐用年数である 10年が経過し、今後、設備の
維持管理や更新に多額の費用が生じる事が見込ま
れています。これまで村から設備を借受けして、
サービスを提供してきた通信事業者に対して無償
譲渡することで、将来にわたる安定した通信環境
の提供と、村が負担してきた設備の維持管理費用
の削減を図るためです。

●譲渡する相手方：東日本電信電話株式会社宮城事業部　執行役員　宮城事業部長　滝澤正宏
●譲 渡 の 時 期：令和４年７月１日（予定）

【提案理由】
新たな監査委員として、猪越喜久雄氏（下松本）を選任するにあたり、
地方自治法の規定により議会の同意を求めたものです。
猪越氏は、天栄村役場に奉職し、議会事務局長等を歴任し、財務、行政
全般に優れた見識を有し監査委員として適任者であることから、選任され
ました。
任期は、令和４年４月 11日から４年間です。

村で整備した光ファイバ

定住促進村営住宅

猪越喜久雄氏

議案第７号　天栄村村営住宅等条例の一部を改正する条例の制定について

議案第 11号　財産の無償譲渡について

議案第 38号　監査委員の選任につき同意を求めることについて

定住促進村営住宅の入居資格条件を緩和

公設光ファイバケーブル等設備を無償譲渡

猪越喜久雄氏を監査委員に選任

PickUP!!

PickUP!!

PickUP!!
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　　　　　　福島県最低賃金の引き上げと早期発効を求める意見書の提出について

新型コロナウイルス感染拡大の長期化により、国内経済が疲弊し、倒産を余儀なくされている企業が
増加している。そのため本陳情の趣旨は理解するものの、現時点においては、まず企業を存続させ、雇
用を維持することが優先であり、賃金の引き上げを行う時期ではないと判断したため。

不採択

陳情書１件を受け付け、委員会での審査の結果を踏まえ、本定例会において１件が不採択となりました。

産業建設
常任委員会

総 務 費 ●財政調整基金積立金（元金） ……………………………………… １億 2,900 万円
●天栄村公共施設整備基金積立金 …………………………………………………１億円

農林水産業費 ●てんえいふるさと公園農林水産物直売施設新築工事請負費 …………４億円
●防災ダム事業負担金 ………………………………………………………… 1,680 万円

土 木 費 ●除雪委託料 ……………………………………………………………………… 1,500 万円

教 育 費 ●天栄幼稚園トイレ等改修工事請負費 ……………………………………… 300万円
●天栄幼稚園すべり台設置工事請負費 ……………………………………… 380万円

防災ダム事業負担金について、新たにどのような工事をしたのか説明願います。

【産業課長】
防災ダム事業は、県に負担金を支
払っていますが、今年の国の予算に
来年度の予算が前倒しでついたとい
うことで、それに伴って村の負担金
額も増加しました。
内容としましては、ダムの排砂工
事や堤体の補修工事ですが、来年度
はダム事務所の新築工事やダムコン
ピュータの更新工事などを今年度の
予算を繰越しして実施することと
なっています。

増
額
補
正
の
主
な
も
の

龍生ダム

北畠議員

１件の陳情を審査し、不採択

議案第 14号　令和３年度天栄村一般会計補正予算について

一般会計補正予算（第９号）の総額から
歳入歳出　1億955万円を追加

PickUP!!

Q

A
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番号 事 件 内 容 結果

議案

1 天栄村個人情報保護条例及び天栄村特定個人情報保護条例
の一部を改正する条例の制定について

法令の廃止、統合に伴う参照法
令を改正 原案可決

2 職員の給与に関する条例の一部を改正する条例の制定について 福島県人事委員会の報告に基づ
き、通勤手当の限度額を改定 原案可決

3 職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例の制
定について

会計年度任用職員の育児休業取
得要件を緩和する改正 原案可決

4 天栄村固定資産評価審査委員会条例の一部を改正する条例
の制定について

デジタル行政推進法に基づき、
押印省略及び電子手続きを可能
とする改正

原案可決

5 天栄村国民健康保険税条例の一部を改正する条例の制定に
ついて

未就学児に係る国保税の均等割
額の減額措置に伴う所要の改正 原案可決

6 天栄村火入れに関する条例の一部を改正する条例の制定について 押印省略を可能とするよう改正 原案可決

8 天栄村体育施設条例の一部を改正する条例の制定について
白子テニスコートの廃止、屋内
スポーツ運動場の冷暖房設備設
置に伴い使用料を規定

原案可決

9 天栄村東日本大震災復興基金条例を廃止する条例の制定について 基金活用の終了に伴い条例を廃止する 原案可決

10 天栄村復興産業集積区域における村税の特例に関する条例
を廃止する条例の制定について

本村が復興産業集積区域から除
外されたため条例を廃止する 原案可決

12 村道の路線の廃止について 起点の変更に伴う村道一路線の
廃止及び認定

原案可決
13 村道の路線の認定について 原案可決

15 令和 3年度天栄村国民健康保険特別会計補正予算について 事業勘定歳入歳出6.4万円追加
診療施設勘定歳入歳出35.3万円減額 原案可決

16 令和 3年度牧本財産区特別会計補正予算について 歳入歳出13.4万円追加 原案可決
17 令和3年度天栄村工業用地取得造成事業特別会計補正予算について 歳出の補正 原案可決

18 令和 3年度天栄村大山地区排水処理施設事業特別会計補正
予算について 歳出の補正 原案可決

19 令和3年度天栄村農業集落排水事業特別会計補正予算について 歳入歳出11.9万円追加 原案可決
20 令和 3年度天栄村簡易水道事業特別会計補正予算について 歳入歳出5,895万円減額 原案可決
21 令和 3年度天栄村介護保険特別会計補正予算について 歳入歳出125.4万円減額 原案可決
22 令和3年度天栄村後期高齢者医療特別会計補正予算について 歳入歳出280.9万円減額 原案可決

23 令和 3年度天栄村水道事業会計補正予算について

収益的収入及び支出
収入支出：96万円減額
資本的収入及び支出
収入：368万円減額
支出：578.6万円減額

原案可決

25 令和 4年度天栄村国民健康保険特別会計予算について 事業勘定歳入歳出6億8,277.1万円
診療施設勘定歳入歳出5,221.6万円 原案可決

26 令和 4年度牧本財産区特別会計予算について 歳入歳出63.7万円 原案可決
27 令和 4年度大里財産区特別会計予算について 歳入歳出27万円 原案可決
28 令和 4年度湯本財産区特別会計予算について 歳入歳出43.8万円 原案可決
29 令和4年度天栄村工業用地取得造成事業特別会計予算について 歳入歳出3,551.7万円 原案可決
30 令和4年度天栄村大山地区排水処理施設事業特別会計予算について 歳入歳出1,277万円 原案可決
31 令和 4年度天栄村農業集落排水事業特別会計予算について 歳入歳出2億1,134.5万円 原案可決
32 令和 4年度天栄村二岐専用水道特別会計予算について 歳入歳出226.3万円 原案可決
33 令和 4年度天栄村簡易水道事業特別会計予算について 歳入歳出5,198.1万円 原案可決
34 令和 4年度天栄村簡易排水処理施設特別会計予算について 歳入歳出168.7万円 原案可決
35 令和 4年度天栄村介護保険特別会計予算について 歳入歳出6億7,840.5万円 原案可決
36 令和 4年度天栄村後期高齢者医療特別会計予算について 歳入歳出5,475.6万円 原案可決

37 令和 4年度天栄村水道事業会計予算について

収益的収入及び支出
収入支出：1億4,031.2万円
資本的収入及び支出
収入：5,923.3万円
支出：1億4,468.6万円

原案可決

39 令和 3年度天栄村一般会計補正予算（第10号）について 歳入歳出750万円追加 原案可決

３月定例会その他審議結果一覧表
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令和４年１月 19日に開会された第１回臨時会において、３議案について審議され、
原案どおり可決されました。

令和４年３月 30日に開会された第２回臨時会において、３議案について審議され、
原案どおり可決されました。
発議案第１号では、「ロシアのウクライナ侵略に断固抗議する決議について」は全会
一致で可決されました。

案件 番号 事　　　件 内　　　容

議案

１ 財産の処分について

ハイテク大山工業団地の土地売買契約に伴い議会
の議決を求めるもの
処分金額：1億 9,537.25 万円
処分の相手方：　株式会社フジ電科
　　　　　　　　代表取締役　安藤 衣素子

２ 令和３年度天栄村一般会計補正予算につ
いて 歳入歳出 1億 7,338.4 万円追加

ハイテク大山工業団地の土地売却に伴うもの
３ 令和３年度天栄村工業用地取得造成事業

特別会計補正予算について

案件 番号 事　　　件 内　　　容

議案
２ 令和３年度天栄村一般会計補正予算につ

いて
歳入歳出１億 806.6 万円追加
→新型コロナウイルス感染症対策地方税減収補填
特別交付金及び特別交付税の増による

３ 令和３年度天栄村簡易水道事業特別会計
補正予算について

歳入歳出 154万円追加
→国道 118 号野仲橋架替工事が繰越事業となり、
これに伴う水道管移設補償費を増額

発議案 １ ロシアによるウクライナ侵略に断固抗議
する決議について

ロシアのウクライナ侵攻に強く抗議の意を表し、日本
政府に対し、厳格かつ適切な対応を強く求めるため。

令和４年度からの３年間において、指定管理者制度により施設管理を委託するため、新たに「指定
管理者の指定」を行うものです。指定するにあたり地方自治法第 244条の２第６項の規定により、議
会の議決を経なければなりません。
指定管理者となる団体の名称：株式会社ＴＡＣプランニング　代表取締役　田代　嘉宏
指 定 期 間：令和４年４月１日から令和７年３月 31日まで
指 定 管 理 委 託 料：年額 300万円

今までの指定管理委託料は、400 万
円だったと思うが、今回300万円になっ
たのはどうしてですか。

【産業課長】
申請時に提出された管理に係る収支計
画書に基づき、決めたところです。この金
額で十分に管理していただけると判断し
ました。

小山議員

令和４年第１回臨時会の議案審議結果  期日：１月19日

令和４年第２回臨時会の議案審議結果  期日：３月30日

議案第１号　天栄村羽鳥湖畔オートキャンプ場の指定管理者の指定について

指定管理者として
株式会社TACプランニングを指定

PickUP!!

Q A
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令和４年３月定例会の一般質問は、３月８日に行われました。
天栄村議会の一般質問は、答弁を除く議員の発言時間を 40分とした一問一答式
のスタイルをとっています。
質問内容は抜粋となりますので、興味のある方は、会議録をご覧ください。
（天栄村ホームページ等で公開しています）

大浦 トキ子 議員  …………………………………………… P91 3番

❶ 「小学校の統合」について
❷ 「横断歩道の設置」について

小山　克彦 議員  ………………………………………… P102 4番

❶ 湯本地区の学校再編について
❷ 12月20日、 臨時会の議会対応について

円谷　要 議員  ………………………………………………… P113 2番

❶ 村の入札制度について
❷ 村の基幹産業である農業（水稲）について

熊田　喜八 議員  ………………………………………… P124 8番

❶ コロナ対策について
❷ 小中学校の統合について

大須賀 渓仁 議員  ………………………………………… P135 9番

❶ 本村の過疎指定について

村
政
を 

問
う

村
政
を 

問
う
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こ
の
こ
と
に
つ
い
て
村
民
の

方
か
ら
は
「
経
費
は
ど
の
く
ら

い
か
か
る
の
か
」
と
心
配
す
る

声
が
多
く
寄
せ
ら
れ
て
お
り
ま

す
。そ

こ
で
次
の
点
に
つ
い
て
伺

い
た
い
。

①
３
月
１
日
現
在
の
小
学
校
の

児
童
数
は
何
名
か
。

　

ま
た
、
４
年
後
の
児
童
数
は

何
名
位
に
な
る
の
か
伺
い
た

い
。

②
予
算
は
、
ど
の
く
ら
い
を
見

込
ん
で
い
る
の
か
。
ま
た
、

財
源
は
ど
う
す
る
の
か
伺
い

た
い
。

１
点
目
の
３
月
１
日
現
在
の

小
学
校
の
児
童
数
で
あ
り
ま
す

が
、
広
戸
小
学
校
が
１
０
１
名
、

大
里
小
学
校
が
40
名
、
牧
本
小

学
校
が
75
名
、
湯
本
小
学
校
が

４
名
、
合
計
で
２
２
０
名
で
あ

り
ま
す
。

４
年
後
の
児
童
数
で
あ
り
ま

す
が
、
広
戸
小
学
校
が
75
名
、

大
里
小
学
校
が
47
名
、
牧
本
小

学
校
が
52
名
、
湯
本
小
学
校
が

４
名
、
合
計
で
１
７
８
名
の
見

込
み
で
あ
り
ま
す
。

２
点
目
の
予
算
の
見
込
み
に

つ
き
ま
し
て
は
、
現
在
、
先
進

地
視
察
の
情
報
等
を
基
に
、
校

舎
等
の
適
正
規
模
や
必
要
と
な

る
敷
地
面
積
な
ど
に
つ
い
て
精

査
し
て
い
る
状
況
で
あ
り
ま
す

の
で
、
現
時
点
で
は
予
算
額
を

お
示
し
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。な

お
、
財
源
に
つ
き
ま
し
て

は
、
で
き
る
限
り
村
単
独
費
用
を

抑
え
ら
れ
る
よ
う
、
よ
り
有
利
な

国
庫
補
助
金
な
ど
を
活
用
し
て

参
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

①
県
道
下
松
本
・
鏡
石
停
車
場

線
と
県
道
郡
山
矢
吹
線
の
交

差
点
へ
の
「
横
断
歩
道
設
置
」

に
つ
い
て
は
、
何
回
か
質
問

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、

そ
の
後
、
須
賀
川
警
察
署
へ

の
要
望
は
い
つ
頃
し
た
の
か

伺
い
た
い
。

②
大
山
団
地
か
ら
天
栄
ク
リ

ニ
ッ
ク
等
に
渡
る
際
に
、
県

道
に
横
断
歩
道
が
な
い
た
め

危
険
で
あ
る
。
村
民
の
方
か

ら
は
「
横
断
歩
道
」
を
早
く

設
置
し
て
ほ
し
い
と
の
要
望

が
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

早
急
に
設
置
す
べ
き
と
思
う

が
伺
い
た
い
。

１
点
目
の
、
県
道
下
松
本
・

鏡
石
停
車
場
線
と
県
道
郡
山
矢

吹
線
と
の
交
差
点
へ
の
横
断
歩

道
設
置
に
係
る
、
須
賀
川
警
察

署
へ
の
要
望
に
つ
き
ま
し
て
は
、

本
年
１
月
に
も
要
望
を
行
い
ま

し
た
。

今
後
も
、
設
置
に
向
け
、
要

望
を
継
続
し
て
参
り
ま
す
。

２
点
目
の
、
大
山
団
地
か
ら

天
栄
ク
リ
ニ
ッ
ク
等
へ
渡
る
横

断
歩
道
の
設
置
に
つ
き
ま
し
て

は
、
今
回
、
初
め
て
お
聞
き
す

る
内
容
で
す
の
で
、
ま
ず
は
、

須
賀
川
警
察
署
へ
相
談
し
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

大
浦
ト
キ
子
議
員

一
般
質
問

3番

村
政
を
問
う

授業を受ける児童たち（牧本小学校）

横断歩道が望まれている県道

❶
「
小
学
校
の
統
合
」に

つ
い
て

❷
「
横
断
歩
道
の
設
置
」

に
つ
い
て

議
員

議
員

村
長

教
育
長
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湯
本
中
学
校
は
、
来
年
度
２

名
が
卒
業
す
る
と
小
学
校
４
年

生
が
入
学
す
る
ま
で
休
校
に
な

り
ま
す
。
こ
の
４
年
生
が
中
学

生
に
な
る
時
、
湯
本
中
を
再
開

校
す
る
の
か
、
天
栄
中
に
統
合

す
る
の
か
、
希
望
に
よ
り
他
地

域
へ
の
入
学
も
可
能

な
の
か
伺
い
た
い
。

ま
た
、
湯
本
小
学
校
、

幼
稚
園
に
つ
い
て

は
、
ど
の
よ
う
な
方

向
性
を
考
え
て
い
る

の
か
。

湯
本
中
学
校
は
、

令
和
５
年
度
に
は

生
徒
数
が
ゼ
ロ
と

な
り
、
休
校
ま
た
は

閉
校
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。
教
育
委
員

会
で
は
「
小
中
学
校

の
在
り
方
検
討
委
員

会
」
や
関
係
保
護
者

と
の
話
し
合
い
の
結

果
、
令
和
４
年
度
を

も
っ
て
閉
校
す
る
こ
と
で
話
を

進
め
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

湯
本
小
学
校
、
幼
稚
園
に
つ
き

ま
し
て
は
、
当
面
は
今
後
も
存

続
さ
せ
る
考
え
で
す
。
な
お
、

中
学
生
の
他
地
域
へ
の
入
学
は

法
律
に
よ
り
選
択
で
き
ま
せ
ん
。

昨
年
12
月
の
臨
時
会
に
お
い

て
、
子
育
て
世
帯
臨
時
給
付
金

10
万
円
の
現
金
支
給
が
決
議
さ

れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
内

容
に
は
所
得
制
限
（
９
６
０
万

円
）
を
設
け
ず
に
国
の
基
準
か

ら
対
象
外
の
子
ど
も
に
つ
い
て

も
、
村
独
自
財
源
で
給
付
す
る

こ
と
に
関
し
て
議
会
に
一
言
の

説
明
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

こ
れ
は
議
会
軽
視
で
は
な
い
か
。

１
、
い
ち
早
く
独
自
財
源
を
使
っ

て
ま
で
給
付
を
決
め
た
理
由

は
な
ぜ
か
。

２
、
議
会
に
対
す
る
き
ち
っ
と

し
た
説
明
が
な
か
っ
た
の
は

な
ぜ
か
。

１
点
目
の
質

問
で
す
が
、
年

内
支
給
が
求
め

ら
れ
る
中
、
す

べ
て
の
子
育
て

世
帯
が
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
影
響
を
受
け

て
い
る
こ
と
、

ま
た
親
の
所
得

に
か
か
わ
ら
ず

公
平
に
対
応
す

べ
き
で
は
な
い

か
と
考
え
ま
し
た
。
近
隣
町
村

で
も
同
じ
よ
う
な
対
応
を
し
て

お
り
、
総
合
的
に
判
断
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

２
点
目
に
つ
き
ま
し
て
は
、

議
案
の
説
明
が
不
十
分
で
あ
り
、

趣
旨
を
う
ま
く
お
伝
え
出
来
ず

申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

今
後
は
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
の

な
い
よ
う
丁
寧
な
説
明
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

小
山
　
克
彦
議
員

一
般
質
問

4番

村
政
を
問
う

親子で遊んでいる様子（ぴよぴよくらぶ）

湯本中学校校舎

❶
湯
本
地
区
の

学
校
再
編
に
つ
い
て

❷
12
月
20
日
、臨
時
会
の

議
会
対
応
に
つ
い
て

議
員

議
員

村
長

教
育
長
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村
で
採
用
し
て
い
る
入
札
審

査
要
綱
は
、
県
の
要
綱
を
採
用

し
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
県
の

要
綱
を
参
考
に
村
独
自
の
要
綱

で
実
施
し
て
い
る
の
か
。
さ
ら

に
、
そ
の
登
録
期
間
は
何
年
で
、

要
綱
等
の
見
直
し
を
実
施
し
て

い
る
の
か
伺
い
た

い
。
さ
ら
に
、
落
札

し
た
業
者
が
別
の
業

者
に
下
請
け
す
る
場

合
、
村
と
し
て
の
対

応
、
対
策
は
講
じ
て

い
る
の
か
伺
い
た

い
。
ま
た
、
村
内
業

者
を
守
る
事
は
村
内

の
雇
用
を
守
る
事
と

考
え
て
い
る
が
ど
う

な
の
か
。

村
の
「
工
事
等
の

請
負
契
約
に
係
る
指

名
競
争
入
札
参
加
者
の
資
格
審

査
及
び
指
名
等
に
関
す
る
要
綱
」

に
つ
い
て
は
、
県
の
要
綱
を
参

考
に
村
独
自
の
要
綱
を
定
め
実

施
し
て
い
る
。
競
争
入
札
に
参

加
す
る
た
め
の
資
格
の
有
効
期

間
は
２
年
間
で
、
要
綱
等
の
見

直
し
は
必
要
に
応
じ
て
実
施
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
別
の
業
者

が
下
請
け
す
る
場
合
は
、
元
請

負
人
と
下
請
負
人
の
関
係
の
適

正
化
の
た
め
に
「
天
栄
村
元
請
・

下
請
関
係
適
正
化
指
導
要
綱
」

に
基
づ
き
、
適
正
な
施
工
の
確

保
を
図
っ
て
い
ま
す
。

気
候
変
動
で
災
害
が
起
き
た

場
合
、
建
設
業
者
な
く
し
て
応

急
復
旧
工
事
が
で
き
な
い
。
厳

し
い
状
況
に
な
っ
て
き
て
い
て
、

仕
事
量
も
減
っ
て
き
て
い
る
の

で
、
地
元
業
者
の
育
成
に
は
努

め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

令
和
３
年
産
米
に
つ
い
て
は
、

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
米

価
の
大
幅
な
下
落
に
対
し
、
農

家
の
持
続
的
経
営
を
支
援
す
る

た
め
、
近
隣
市
町
村
よ
り
早
く

対
応
さ
れ
た
。
村

長
の
判
断
と
担
当

課
長
の
迅
速
な
事

務
処
理
の
お
か
げ

だ
と
思
う
。
令
和

４
年
産
米
も
昨
年

同
様
に
下
落
が
予

想
さ
れ
る
と
、
農

協
関
係
者
か
ら

伺
っ
た
が
、
村
と

し
て
は
ど
の
よ
う

な
対
策
を
考
え
て

い
る
の
か
伺
い
た

い
。コ

ロ
ナ
禍
の
影

響
や
人
口
減
少
な

ど
で
、
主
食
用
米
の
需
要
減
少

が
続
く
中
、
米
価
に
つ
い
て
上

昇
を
見
込
む
こ
と
は
難
し
い
状

況
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

村
と
し
て
も
、
令
和
４
年
産
米

に
つ
い
て
も
飼
料
用
米
を
中
心

と
し
た
非
主
食
米
へ
の
転
換
を

推
進
す
る
と
と
も
に
、
農
業
収

入
保
険
や
ナ
ラ
シ
対
策
へ
の
加

入
を
促
進
し
て
い
く
考
え
で
す
。

円
谷
　
要
議
員

一
般
質
問

2番

村
政
を
問
う

工事現場の様子

村の基幹産業である農業

❶
村
の
入
札
制
度
に

つ
い
て

❷
村
の
基
幹
産
業
で
あ
る

農
業（
水
稲
）つ
い
て

議
員

議
員

村
長

村
長
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天
栄
村
も
２
月
末
現
在
で
37

名
の
コ
ロ
ナ
陽
性
者
が
あ
り
、

そ
れ
ぞ
れ
軽
症
、
中
症
、
重
症

と
症
状
が
あ
っ
た
と
思
い
ま
す

が
、
村
は
県
、
保
健
所
、
地
域

医
療
な
ど
と
ど
の
よ
う
な
対
策
・

対
応
を
し
た
の
か
伺
い
た
い
。

ま
た
、
感
染
さ
れ
た
方
の
年

代
別
・
症
状
等
の
資
料
を
提
出

願
い
た
い
。

今
年
に
入
り
、
県
内
の
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
者
数
は

急
激
に
増
加
し
、
天
栄
村
に
お

い
て
も
こ
れ
ま
で
に
42
件
の
感

染
が
確
認
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

お
質
し
の
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
者
へ
の
対
応
等
に
つ
き
ま

し
て
は
、
県
や
保
健
所
、
医
療

機
関
が
そ
の
役
割
を
担
っ
て
お

り
、
村
が
直
接
対
応
す
る
業
務

は
特
に
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
感
染
の
拡

大
に
伴
い
、
昨
年
の
12
月
１
日

に
、
県
と
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
自
宅
療
養
者
に

係
る
事
業
連
携
に
関
す
る
覚
書
」

を
締
結
し
、
県
は
、
自
宅
療
養

者
に
対
す
る
食
料
品
等
の
必
要

物
資
の
配
達
を
、
村
に
要
請
す

る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
な
り
、

現
在
村
は
、
県
の
要
請
に
応
じ

た
物
資
配
達
を
行
っ
て
お
り
ま

す
。な

お
、
村
内
の
感
染
者
の
状

況
は
左
表
の
と
お
り
で
あ
り
ま

す
。

小
中
学
校
の
統
合
に
つ
い
て
、

現
在
ど
こ
ま
で
進
行
し
て
い
る

か
。村

民
の
皆
様
に
わ
か
り
や
す

く
具
体
的
に
、
こ
れ
ま
で
の
統

合
に
か
か
る
対
応
の
経
過
を
伺

い
た
い
。

こ
れ
ま
で
に
、
天
栄
村
立
小

中
学
校
の
あ
り
方
検
討
委
員
会

や
、
天
栄
村
立
小
中
学
校
統
合

委
員
会
か
ら
、
答
申
や
意
見
を

提
出
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
、

さ
ら
に
、
昨
年
度
と
今
年
度
に

は
、
先
進
地
の
視
察
を
行
っ
て

参
り
ま
し
た
。
現
在
は
、
こ
れ

ら
の
情
報
を
基
に
、
校
舎
等
の

適
正
規
模
や
必
要
と
な
る
敷
地

面
積
な
ど
に
つ
い
て
精
査
し
、

基
本
設
計
の
策
定
に
向
け
た
準

備
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
。

熊
田
　
喜
八
議
員

一
般
質
問

8番

村
政
を
問
う

新型コロナワクチン３回目接種の様子

先進地視察の様子

❷
小
中
学
校
の

統
合
に
つ
い
て

議
員

議
員

村
長

●令和２年度～令和３年度
　感染者の状況 令和4年 3月 7日現在

年代 男性 女性 計
10歳未満 0 3 3

10代 5 2 7

20代 5 3 8

30代 3 5 8

40代 0 2 2

50代 1 2 3

60代 7 2 9

70代 1 0 1

80代 0 0 0

90歳以上 0 1 1

総　計 22 20 42

❶
コ
ロ
ナ
対
策
に
つ
い
て

教
育
長
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議会 議員・ の活動議会 議員・ の活動
岩瀬地方町村議会議員協議会研修会は、１月
19日㈬に村生涯学習センターで行われ、鏡石町
と天栄村の議員 19 名が出席し、２年ぶりの開
催となりました。
講師に福島大学食農学類准教授の則藤孝志氏
を迎え、「食と農で地域を盛り上げるフードシス
テム戦略」をテーマに講演が行われ、フードシ
ステムにおける行政や議会の役割などについて
学びました。

総
務
省
よ
り
本
村
が
過
疎
地

域
に
指
定
さ
れ
る
と
発
表
が
あ

り
ま
し
た
。

過
疎
指
定
に
よ
っ
て
本
村
で

は
ど
の
よ
う
な
優
遇
措
置
が
講

じ
ら
れ
る
の
か
？

ま
た
そ
れ
に
伴
い
村
民
に
対

し
て
弊
害
が
生
じ
る
事
は
な
い

の
か
伺
い
た
い
。

過
疎
地
域
指
定
に
つ
き
ま
し

て
は
、
令
和
２
年
度
国
勢
調
査

結
果
に
よ
り
、「
過
疎
地
域
の
持

続
的
発
展
の
支
援
に
関
す
る
特

別
措
置
法
」
に
基
づ
く
、
人
口

要
件
及
び
財
政
力
要
件
が
基
準

を
満
た
し
た
た
め
、
令
和
４
年

４
月
１
日
か
ら
指
定
を
受
け
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

指
定
に
よ
る
主
な
優
遇
措
置

と
し
て
は
、
国
庫
補
助
金
の
補

助
率
の
か
さ
上
げ
や
、
元
利
償

還
金
の
７
割
が
交
付
税
措
置
さ

れ
る
「
過
疎
対
策
事
業
債
」
を

発
行
で
き
る
こ
と
が
あ
げ
ら
れ

ま
す
。

過
疎
指
定
に
伴
う
村
民
へ
の

弊
害
は
、
特
に
あ
り
ま
せ
ん
。

優
遇
措
置
を
活
用
す
る
た
め

に
は
、
地
域
の
課
題
や
持
続
的

発
展
の
方
針
を
明
記
し
た
「
過

疎
地
域
持
続
的
発
展
市
町
村
計

画
」
を
策
定
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
の
で
、
村
総
合
計
画
な
ど

各
種
計
画
と
整
合
性
を
図
り
な

が
ら
、
来
年
度
早
期
に
策
定
し

ま
す
。

過
去
に
も
過
疎
地
域
指
定
さ

れ
て
い
ま
し
た
が
、
当
時
は
ど

の
よ
う
な
事
業
に
過
疎
債
を
利

用
し
た
か
伺
い
ま
す
。

道
路
事
業
・
消
防
施
設
・
運

動
広
場
の
整
備
、
改
修
事
業
・

天
栄
村
ふ
る
さ
と
文
化
伝
承
館

な
ど
で
利
用
し
ま
し
た
。

岩瀬地方町村議会議員協議会研修会の様子

大
須
賀  

渓
仁
議
員

一
般
質
問

9番

村
政
を
問
う

過疎債を利用し建てられた天栄村ふるさと文化伝承館

令和４年１月19日▶岩瀬地方町村議会議員協議会研修会

❶
本
村
の
過
疎
指
定
に

つ
い
て

議
員

議
員

村
長

総
務
課
長

13 天栄村議会だよりNo.157



入学式が行われた４月６日㈬。大里小学校の
新１年生に、担任の先生から「傘」が手渡さ
れました。これは村内の小学校へ入学した児童
全員に毎年、村社会福祉協議会より贈呈されて
いるもので
す。他にも
黄色い帽子
なども贈ら
れ、次の日
にはそれを
被り校庭で
元気に遊ぶ
姿が見られ
ました。

３月 16日深夜、また大きな地震が起きてしまいました。
被害にあわれた方々にお見舞いを申し上げます。
たび重なる自然災害、２年を過ぎても終息が見通せない新
型コロナウイルス。心が折れそうになるときもあると思います。
また今年度は、雪も多く寒さが厳しい冬でしたが、よう
やく春風の心地よい季節となりました。若芽の香りを楽し
み、咲き初めた花々を愛でて気持ちを整え、村民みんなで
清々しく新年度を迎えましょう。
次号から広報委員会のメンバーが入れ替わります。より
見やすい紙面作りに努めますので引き続きご愛読よろしく
お願いいたします。

●議会広報常任委員会
　　委 員 長　　大須賀渓仁
　　副委員長　　大浦トキ子
　　委 員　　渡部　　勉
　　委 員　　廣瀬　和吉
　　委 員　　北畠　　正

議会 議員・ の活動議会 議員・ の活動
てんえいふるさと公園防災備蓄倉庫整備工
事起工式は、３月 30 日㈬に大里字天房地内
で行われ、議会からは服部議長、大須賀副議
長、総務常任委員会委員５名の７名が出席し、　　　
服部議長が玉串を捧げるなどして、工事の安全
を祈りました。
この防災備蓄倉庫整備は、１万 5,000 人分
の非常食等を保管できるなど、災害対策の強化
を図るものです。
工期は、令和５年３月までとなります。また、
新年度には新たな道の駅施設の建設も着工する
予定です。

３月 16日午後 11時 36分頃に発生した地震により被害にあわれた方々におかれましては、心
からお見舞い申し上げます。
村では、最大震度６弱となり、昨年の地震に続き、村内各地に被害をもたらしました。
その地震被害の状況について、村議会では調査を行い、実
際に被害のあった現場を確認しました。今回の調査では、特
に被害の大きかった４箇所の現場を重点的に調査しました。
地震の被害により出たゴミの仮置場では、瓦などのゴミが
持ち込まれていました。また、道路に大きな段差ができた原
町２号線の被災状況なども担当課長より説明を受けました。
このような状況を受け、村議会でも早急な復旧が行われる
よう、関係機関に働きかけを行ってまいります。

出席者全員で工事の安全を祈りました

女神地区の被災状況を調査

全員協議会で地震の被害状況を調査

令和４年３月30日

令和４年３月30日

▶てんえいふるさと公園防災備蓄倉庫整備工事起工式

▶福島県沖地震被害調査

編集後記
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